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報告にあたって

銀行等による生命保険販売については、 年 月の第一次解禁以降、取扱い可

能商品の範囲が順次拡大され、 年 月より、全ての生命保険商品を販売する

ことが可能（「全面解禁」）となっています。

一方、保険業法施行規則等では、圧力募集の防止や消費者の非公開情報保護の観

点から弊害防止措置が設けられており、「全面解禁」時にもその存置や強化がはか

られたところです。その後、当該措置については、 年 月に「所要の見直し」

が行われ、 年 月より新たなルールの下で、銀行等による生命保険販売が実施

されています。

生保労連はかねてより、消費者に大きな影響力を持つ銀行が生命保険を販売する

ことには、圧力募集をはじめ消費者保護上の様々な問題があるとの課題認識の下、

募集・販売の実態把握に向けた取組みやパブリックコメント等を通じた意見発信を

行ってきました。

本アンケートは、こうした取組みの一環として 年以降継続的に実施してい

る調査であり、今回で 回目となります。今回の調査結果からも、銀行等による

保険販売に対する消費者の不安は根強く存在しており、また、弊害防止措置が十分

に機能しておらず、消費者保護上の問題が数多く生じている実態が浮き彫りとなっ

ています。

生保労連としては、消費者保護の徹底や公平・公正な競争条件の確保を通じ、生

命保険産業の健全な発展をめざしていく観点から、引き続き、弊害防止措置の機能

状況等の実態把握とその結果に基づく意見発信を行い、お客さまに安心して生命保

険をご利用いただくための環境整備に努めていく所存です。
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１１．． 調調査査概概要要

⚫ 銀行等による保険販売に関する消費者意識の変化や「全面解禁」以降の販売実態、弊害防止

措置の機能状況等を把握することを目的に、 年 月、 年 月、 年 月、 年

月、 年 月、 年 月、 年 月、 年 月、 年 月、 年 月、 年 月に引

き続き実施。

⚫ 一般個人および事業主を対象に、インターネットによる消費者モニターアンケートを実施

（委託先：マイボイスコム株式会社）

⚫ 調査期間は、 年 月 日（金）～ 月 日（木）

合合計計：： 名名

① 一般個人 名
専業主婦、パート、アルバイト、学生を除く一般

個人で、生命保険に加入している方

② 事業主 名

従業員数 名以下の企業にて事業予算の策定

や金融機関との取引に関して最終決定権がある役

職者で、生命保険に加入している方

※①、②ともに金融（銀行、保険、証券）、広告・マスコミ・市場調査会社関係者を除く

⚫ 銀行等による生命保険販売の現状

⚫ 銀行等による生命保険販売に対する消費者意識

⚫ 銀行等による生命保険販売の実態

⚫ 弊害防止措置の認知度

⚫ 本調査における「銀行」には、都市銀行や地方銀行、ゆうちょ銀行に加え、信用金庫や信用

組合等も含まれる。

⚫ パーセンテージ表記については、小数点第 位を四捨五入している。

（１）調査の目的

（２）調査方法及び調査期間

（３）調査対象

（４）調査項目

（５）その他
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２． 調査結果のポイント
（１） 銀行等による生命保険販売の現状

 銀行を通じて生命保険の提案を受けたことがある人（全体）の占率は、今回調査で となって

おり、前回調査（ ）からほぼ横ばいとなっている。 【図 】

 銀行を通じて生命保険に加入した人（全体）の占率は、今回調査で となっており、前回調査

の からは大幅に増加している。【図 】

 提案を受けたことがある
【全体】 ≪内訳≫

【一般】

【事業主】

 加入している
【全体】 ≪内訳≫

【一般】

【事業主】

図 1 Ｑ．あなたは、銀行を通じて生命保険の提案を受けたことがありますか。【対象：全体】

％

％

年 月（前回）

（ ）

年 月（今回）

（ ）

％

％

年 月（前回）

（ ）

年 月（今回）

（ ）

％

％

年 月（前回）

（ ）

年 月（今回）

（ ）

図 2 Ｑ．あなたは、銀行を通じて生命保険に加入していますか。【対象：全体】

％

％

年 月（前回）

（ ）

年 月（今回）

（ ）

％

％

年 月（前回）

（ ）

年 月（今回）

（ ）

％

％

年 月（前回）

（ ）

年 月（今回）

（ ）

銀行等を通じた生命保険の販売は、直近で増加しており、

生命保険加入者の約 4人に 1人は銀行等を通じて生命保険の提案を受けている。
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（２） 銀行等による生命保険販売に対する消費者意識

⚫ 「銀行を通じて生命保険に加入していない」と回答した人に対して、今後の銀行を通じた加入意思

について尋ねたところ、 「今後、銀行を通じて保険に加入したくない」と回答した人の占率は

となっており、前回調査（ ）からほぼ横ばいとなっている。【図 】

⚫ 「今後、銀行を通じて保険に加入したくない」と回答した人の銀行窓販に対する受け止め方をみる

と、前回同様、多くの人が銀行窓販に対して「取引先からの強引な生命保険の提案」や「販売担当

者の生命保険に関する知識」をはじめとした様々な不安を抱いていることがうかがえる。【図 】

依然として消費者は銀行窓販に対して様々な不安を抱いており、

その多くが銀行を通じて保険に加入したくないと回答している

図 3
Ｑ．今後、銀行を通じて保険に加入したいと思いますか。

【対象：「銀行を通じて保険に加入していない」回答者】

年 月（前回）

（ ）

年 月（今回）

（ ）

加入したい 加入したくない わからない

図 4
Ｑ．銀行の窓口で、全ての生命保険商品を販売できるようになったことについて、どのように思いますか。

【対象：「銀行を通じて保険に加入していない」かつ「今後、銀行を通じて保険に加入したくない」回答者】

その他

取引先銀行で、自分にふさわしい

生命保険商品を提案してくれる

預金、生命保険などのあらゆる金融商品を

購入・一括管理できるので利便性が高まる

取引先銀行で、複数の生命保険商品を比較検討できる

生命保険商品の開発や改良が行われ

商品性等の向上が期待できる

住宅ローン等と生命保険（団体信用生命保険を含む）の

セット販売等といった、圧力販売が行われそうで不安

給与・年金・引去り等、家庭の経済力等を

把握されたうえで販売されそうで不安

保険加入後のサービスが不安

銀行の窓口に、生命保険の知識に

通じた人材がいるのか不安

取引先銀行から生命保険を

強引に提案されそうで不安

年 月（今回）（ 年 月（前回）（ ）
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 取引先銀行から生命保険を提案された場合の受け止めとして、「日頃（今後）の付き合いを考える

と、かなり断りにくい」「やや断りにくい」と回答した人は、一般で 割弱、事業主で 割強となっ

ており、前回から一般・事業主ともに増加している。【図 】

現行の弊害防止措置が導入された 年の状況と比較しても改善は進んでおらず、依然として消費

者が「圧力を感じる」状況が続いている。

 融資元銀行子会社の保険代理店からの生命保険の提案については、事業主の約 割の人が

「かなり断りにくい」「やや断りにくい」と回答しており、銀行と同様に圧力を感じている。【図 】

【一般】

【事業主】

※参考 年 月の調査結果

○取引先銀行からの提案 ○融資元銀行の子会社である保険代理店からの提案

取引先銀行からの生命保険提案に対し、

依然として消費者が「圧力を感じる」状況が続いている

図 5
Ｑ．（事業主）融資等の取引のある、（一般）給与振込や公共料金・ローンの支払等を管理する、

銀行から生命保険を提案された場合、どのように思いますか。【対象：全体】

年 月（前回）

（ ）

年 月（今回）

（ ）

日頃（今後）の付き合いを考える

と、かなり断りにくい

日頃（今後）の付き合いを考える

と、やや断りにくい

気にならない

その他

年 月（前回）

（ ）

年 月（今回）

（ ）

日頃（今後）の付き合いを考える

と、かなり断りにくい
日頃（今後）の付き合いを考える

と、やや断りにくい
気にならない

その他

図 6
Ｑ．融資元銀行の子会社である保険代理店より生命保険を提案されたとしたら、どのように思い

ますか。【対象：事業主】

年 月（前回）

（ ）

年 月（今回）

（ ）

日頃（今後）の付き合いを考える

と、かなり断りにくい
日頃（今後）の付き合いを考える

と、やや断りにくい
気にならない

その他

事業主

一般

事業主

32.0%

27.9%

28.2%

32.4%

26.9%

21.8%
28.1%

30.8%

22.7%
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（３） 銀行等による生命保険販売の実態

⚫ 「銀行を通じて生命保険の提案を受けたことがある」回答者（ 人）について、生命保険の提案を受け

た際の銀行担当者を尋ねたところ、「融資担当者」と回答した人の割合が と 割近くに上っており、

「担当者分離規制」に抵触していると思われる事例が多く存在している。また、圧力募集につながりかね

ない「支店長等の上位役職者」と回答した人の割合も であり、前回調査（ ）から増加してい

る。【図 】

⚫ 銀行を通じて加入された保険商品は、死亡保障性商品から貯蓄性商品まで多岐にわたる。これらの商品の

中には、医療・介護保険など担当者分離規制の適用対象になる商品も多く含まれていることから、当該規

制に抵触している事例が存在している可能性がある。【図 】

※銀行を通じて加入した生命保険のうち、変額保険・外貨建て保険の割合

変額保険 外貨建て保険

「担当者分離規制」に抵触している事例や圧力募集につながる恐れのある事例が

 少なからず存在しているものと推測される

図 7
Ｑ．銀行を通じて生命保険の提案を受けた際の、銀行と担当者について教えてください。（複数回答）

【対象：「銀行を通じて生命保険の提案を受けたことがある」回答者】

その他

わからない

融資担当者と異なる、保険

販売担当者から提案を受けた

支店長等の上位役職者から

生命保険の提案を受けた

融資担当者から、生命保険の提案を受けた

（ 人）

図 8
Ｑ．銀行を通じて加入された生命保険の種類を教えてください。（複数回答）

【対象：「銀行を通じて生命保険に加入している」回答者】

覚えていない

その他

養老保険（一時払いを除く）

一時払い養老保険

定期保険

一時払い年金保険

年金保険（一時払いを除く）

終身保険（一時払いを除く）

医療保険・ガン保険・介護保険・特定疾病保険

一時払い終身保険

（ 人）

6



7

 銀行等を通じた生命保険加入者（ 人）の加入理由についてみると、「銀行との取引を考えてやむを得

ず加入した」「銀行員から強く勧められて断れず加入した」との回答が合わせて と、 人に 人を超

える消費者が、銀行からの圧力を感じ、生命保険加入を余儀なくされている。

また、圧力を感じ、生命保険加入を余儀なくされている人の割合はこの数年大きく変わっていない。

【図 】

 参考までに、「銀行との取引を考えてやむを得ず」および「銀行員から強く勧められて」加入した回答者

の販売元の銀行をみてみると、都市銀行と地方銀行がそれぞれ約 割、信用金庫・信用組合、ゆうちょ銀

行が約 割となっており、銀行の種類を問わず圧力募集が行われている実態が見て取れる。【図 】

  

≪ 年 月≫ ≪ 年 月≫

≪ 年 月≫

相当数の消費者が銀行からの圧力を感じ、生命保険加入を余儀なくされている

図 9
Ｑ．銀行を通じて生命保険に加入された一番の理由を教えてください。

【対象： 行銀「 を通じて生命保険に加入している」回答者】

（ ）

銀行との取引を考えてやむを得

ず加入した

銀行員から強く勧められて断れ

ず加入した

銀行で生命保険に加入した方が

便利であると考えて加入した

商品の内容が良かったから加入

した

銀行の対応等が良かったから加

入した

その他

（ｎ ）

（ｎ ）

図 10

Ｑ．販売元の銀行の種類を教えてください。

【対象： 行銀「 との取引を考えてやむを得ず加入した」および

「銀行員から強く勧められて加入した」回答者】

％

％

％

％

％

その他の銀行

ゆうちょ銀行

信用金庫・信用組合

地方銀行

都市銀行

（ 人）

28.0%
26.2%

27.8%

7
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⚫ 銀行等を通じた生命保険販売に係る経験をみると、消費者保護上問題があると考えられる事例が依然多く

発生している。【図 】

⚫ 特に、「退職金等の振込があった直後に生命保険の提案を受けた」との回答が依然として多く、その割合

が と前回調査の から増加している。【図 】

⚫ また、「住宅ローン等と生命保険をセットで提案された」「当初目的の手続きが滞った」等の回答も依然

として多く、消費者保護上の様々な問題が生じていることがうかがえる。【図 】

⚫ 事業主の経験についても、融資を背景とした圧力販売や、それに類似する事例が依然多く発生している。

【図 】

「顧客データの流用」「説明不十分」「融資を背景とした圧力販売」等の消費者保護上の

  様々な問題が生じている

図 11 Ｑ．次の選択肢に該当するような経験はありますか。（複数回答可）【対象：全体】

加入後に保険契約内容に関して問い合わせたところ｢保険会

社に聞いて欲しい｣と回答され取り合ってもらえなかった

生命保険の提案をされたが、説明が不十分だった

（提案された商品が、生命保険であること

さえも、よく理解できなかった）

銀行を訪れたところ、執拗に生命保険を

提案され、当初の目的である手続きが滞った

住宅ローン等と生命保険（団体信用

生命保険を含む）をセットで提案された

銀行口座に退職金等のまとまった振込があった直後に、

銀行から連絡があり、生命保険を提案された

年 月（今回）（ ） 年 月（前回） （ ）

図 12 Ｑ．次の選択肢に該当するような経験はありますか。（複数回答可）【対象：事業主】

生命保険に加入するため、健康情報等を告知した

ところ、融資条件等の変更を示唆された

融資元の銀行からの生命保険加入を断わったり、

その銀行を通じて加入した保険の解約を

申し出た際に、融資条件等の変更を示唆された

融資元の銀行から、家族に対す

る生命保険の加入を強要された

生命保険加入を融資の条件とされた

融資の申込みを行っている最中の

銀行に、生命保険を提案された

生命保険提案を目的に、融資元の銀行員が、子会

社の保険代理店の従業員と同行し、訪問してきた

年 月（今回）（ ） 年 月（前回） （ ）

8
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（４） 弊害防止措置の認知度

 銀行が銀行業務で知り得た顧客情報を本人に断りなく保険募集に活用することが禁止されていること

について、「全く知らない」「聞いたことがあるが、詳しく知らない」との回答とした人を合わせる

と 割弱となり、当該措置を十分認識していない現状にある。【図 】

 また、融資先に対する保険募集規制の認知度についても、「全く知らない」「聞いたことがあるが、

詳しく知らない」と回答した人を合わせると、 割を超えている。【図 】

 このように、弊害防止措置の認知度は低位であることから、「圧力募集」をはじめとする問題事例が

潜在化している可能性は依然として高いと言える。

弊害防止措置の認知度は低位にとどまっており、問題事例が潜在化している可能性は

依然として高い

図 13

Ｑ．銀行業務で知り得た非公開金融情報（銀行口座の入出金情報など）や保健医療に関する情報を、

本人に断りなく生命保険販売に活用することが禁止されていることをご存知ですか。

【対象：全体】

％

％

％

％

％

％

年 月（前回）

（ ）

年 月（今回）

（ ）

よく知っている 聞いたことがあるが、詳しく知らない 全く知らない

図 14
Ｑ．銀行が生命保険商品を融資先(住宅ローンなどの非事業性資金の融資先を除く) に販売する際、

販売対象者や保険の種類について、規制があることをご存知ですか。【対象：全体】

％

％

％

％

％

％

年 月（前回）

（ ）

年 月（今回）

（ ）

よく知っている 聞いたことがあるが、詳しく知らない 全く知らない

88.0%

89.6%

91.3%

91.7%
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 年 月より、銀行窓販が新たなルールの下で実施されていることに対する消費者の認知度をみると、

「全く知らない」「聞いたことがあるが、詳しく知らない」と回答した人の合計は、 割弱となってい

る。【図 】

 同様に、保険商品と預金との誤認防止措置として、その説明内容を理解したことを書面で確認すること

になったことに対する消費者の認知度も、「全く知らない」「聞いたことがあるが、詳しく知らない」

と回答した人の合計が、 割弱となっている。【図 】

 前出の弊害防止措置の認知度に加え、新たな弊害防止措置の認知度も低位にとどまっていることから、

現行の弊害防止措置全体が、消費者保護上の問題を解消するための機能を十分に果たしているとは言え

ない。

2012 年 4 月より実施されている弊害防止措置の認知度も低位にとどまっており、

前出の弊害防止措置を含めた現行の弊害防止措置全体が、消費者保護上の問題を解消す

るための機能を十分に果たしているとは言えない

図 15
Ｑ．銀行等による生命保険販売については、2012 年(平成 24 年)4 月に規制（弊害防止措置）が見直

され、現在、そのもとで、実施されていることをご存知ですか。【対象：全体】

図 16
Ｑ．2012 年（平成 24 年）4 月より、保険商品と預金との誤認防止措置として、その説明内容を理解

したことを書面で確認することになったことをご存知でしたか。【対象：全体】

年 月（前回）

（ ）

年 月（今回）

（ ）

よく知っている 聞いたことがあるが、詳しく知らない 全く知らない

年 月（前回）

（ ）

年 月（今回）

（ ）

よく知っている 聞いたことがあるが、詳しく知らない 全く知らない

87.7%

87.4%

88.2%

88.4%

10
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３３．．参参考考デデーータタ

（１）回答者属性
世帯年収

人数 ％

300 万円未満 243 12.2

万円～ 万円未満 430 21.5

万円～ 万円未満 397 19.9

万円～ 万円未満 432 21.6

万円～ 万円未満 319 16.0

1500 万円以上 179 9.0

合計 2000 100.0

同居家族の人数

人数 ％

ひとり暮らし 398 19.9

2 人 654 32.7

3 人 461 23.1

4 人 300 15.0

5 人 130 6.5

6 人 37 1.9

7 人以上 20 1.0

合計 2000 100.0

同居の子供人数

人数 ％

なし 1167 58.4

1 人 406 20.3

2 人 323 16.2

3 人 94 4.7

4 人 8 0.4

5 人以上 2 0.1

合計 2000 100.0

同居家族の構成

人数 ％

ひとり暮らし 398 19.9

夫婦のみ 429 21.5

夫婦（または片親）と
未婚の子供

717 35.9

２世代同居
（夫婦とその親）

136 6.8

３世代同居
（夫婦とその子供、親）

183 9.2

その他 137 6.9

合計 2000 100.0

地域分類

人数 ％

北海道 76 3.8

東北 96 4.8

関東 703 35.2

北陸 70 3.5

中部 330 16.5

近畿 393 19.7

中国 101 5.1

四国 74 3.7

九州 157 7.9

合計 2000 100.0

性別

人数 ％

男性

女性

合計

性年代

人数 ％

男性 代

男性 代

男性 代

男性 代

男性 代

女性 代

女性 代

女性 代

女性 代

女性 代

合計

未既婚

人数 ％

結婚していない
（未婚・離死別）

結婚している

合計

職業分類

人数 ％

経営者 370 18.5

役員 61 3.1

会社員（事務系） 415 20.8

会社員（技術系） 237 11.9

会社員（その他） 247 12.4

自営業 573 28.7

自由業 97 4.9

合計 2000 100.0

11
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（２）調査結果（全体版）
単純集計【本調査】

．あなたが普段利用している銀行（【事業主】融資等の取引のある銀行【一般】給与振込や公共料金・
ローンの支払等を管理する、あなたの家庭の生活口座を担う銀行）を教えてください。（複数回答）

．現在、銀行等による生命保険販売が解禁され、全ての生命保険商品を銀行窓口で販売できるようになっ
たことをご存知ですか

．銀行等による生命保険販売については、 年 平成 年 月に規制（弊害防止措置）が見直され、
現在、そのもとで、実施されていることをご存知ですか

．あなたは、銀行を通じて生命保険の提案を受けたことがありますか。提案を受けたことがある場合は直
近の時期をお答えください

人数 ％
三菱 銀行

三井住友銀行

みずほ銀行

りそな銀行・ 新生銀行・あおぞら銀行

地方銀行

信用金庫

信用組合

信託銀行

ゆうちょ銀行

その他

全体 （ ）

人数 ％

よく知っている

聞いたことがあるが、詳しくは知らない

全く知らない

全体

人数 ％

よく知っている

聞いたことがあるが、詳しくは知らない

全く知らない

全体

人数 ％

年 令和 年 月以降に提案を受けたことがある

年 令和 年 月以前に提案を受けたことがある

提案を受けたことはない

全体

12
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．銀行を通じて生命保険の提案を受けた際の、生命保険の種類について教えてください（複数回答）

．銀行を通じて生命保険の提案を受けた際の、銀行と担当者について教えてください（複数回答）

．銀行員から生命保険の提案を受けた際の印象について教えてください

．あなたは、銀行を通じて生命保険に加入していますか。加入している場合は直近の加入時期をお答えく
ださい

人数 ％

一時払い終身保険

終身保険（一時払いを除く）

一時払い年金保険

年金保険（一時払いを除く）

一時払い養老保険

養老保険（一時払いを除く）

医療保険・ガン保険・介護保険・特定疾病保険

定期保険

その他

覚えていない

全体 （ ）

都市銀行 地方銀行
信用金庫
信用組合

ゆうちょ
銀行

その他
銀行

融資担当者と異なる、保険販売担
当者から提案を受けた

融資担当者から、生命保険の提案
を受けた

支店長等の上位役職者から生命保
険の提案を受けた

わからない

その他

この銀行からは、提案を受けていない

全体
（ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

人数 ％

説明はわかりやすかった

普通

説明はややわかりにくかった

説明は大変わかりにくかった

全体

人数 ％

年 令和 年 月以降に加入した

年 令和 年 月以前に加入した

加入していない

全体

13
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．銀行を通じて加入された生命保険の種類をそれぞれの銀行ごとに教えてください（複数回答）

．銀行を通じて加入した生命保険のうち、変額保険はありますか

．銀行を通じて加入した生命保険のうち、外貨建て保険はありますか

．銀行を通じて生命保険に加入された一番の理由を教えてください

都市銀行 地方銀行
信用金庫
信用組合

ゆうちょ
銀行

その他
銀行

一時払い終身保険

終身保険（一時払いを除く）

一時払い年金保険

年金保険（一時払い除く）

一時払い養老保険

養老保険（一時払い除く）

医療保険・ガン保険・
介護保険・特定疾病保険

定期保険

その他

この銀行では加入していない

覚えていない

全体
（ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

人数 ％

ある

ない

わからない

全体

人数 ％

ある

ない

わからない

全体

人数 ％

銀行との取引を考えてやむを得ず加入した

銀行員から強く勧められて断れず加入した

銀行で生命保険に加入した方が便利であると考えて加入した

商品の内容が良かったから加入した

銀行の対応等が良かったから加入した

その他

全体

14
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．銀行を通じて変額保険・外貨建て保険に加入された一番の理由を教えてください

．銀行を通じて変額保険・外貨建て保険を申込む時には、そのリスクや商品性について理解することが
できましたか

．（銀行を通じて保険に加入していない方にお伺いします。）今後、銀行を通じて保険に加入したいと
思いますか

．銀行の窓口で、全ての生命保険商品を販売できることについて、どのように思いますか（複数回答）

．【事業主】融資等の取引のある、【一般】給与振込や公共料金・ローンの支払等を管理する、銀行か
ら生命保険を提案された場合、どのように思いますか

人数 ％

銀行との取引を考えてやむを得ず加入した

銀行員から強く勧められて断れず加入した

銀行で生命保険に加入した方が便利であると考えて加入した

商品の内容が良かったから加入した

銀行の対応等が良かったから加入した

その他

全体

人数 ％

銀行員の説明を聞いて、よく理解できた

銀行員の説明を聞いて、ある程度理解できた

銀行員の説明を聞いたが、理解できなかった

銀行員の説明が不十分だったので理解できなかった

銀行の対応等が良かったから加入した

銀行員の説明がなかったので理解できなかった

全体

人数 ％

加入したい

加入したくない

わからない

全体

人数 ％

取引先銀行から生命保険を強引に提案されそうで不安

銀行の窓口に、生命保険の知識に通じた人材がいるのか不安

住宅ローン等と生命保険（団体信用生命保険を含む）のセット販売等といった、
圧力販売が行われそうで不安

給与・年金・引去り等、家庭の経済力等を把握されたうえで販売されそうで不安

保険加入後のサービスが不安

預金、生命保険などのあらゆる金融商品を購入・一括管理できるので利便性が高まる

取引先銀行で、複数の生命保険商品を比較検討できる

取引先銀行で、自分にふさわしい生命保険商品を提案してくれる

生命保険商品の開発や改良が行われ商品性等の向上が期待できる

その他

全体 （ ）

人数 ％

日頃（今後）の付き合いを考えると、かなり断りにくい

日頃（今後）の付き合いを考えると、やや断りにくい

気にならない

その他

全体

203
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．（事業主の方にお伺いします。）融資元銀行の子会社である保険代理店より生命保険を提案されたと
したら、どのように思いますか

．次の選択肢に該当するような経験はありますか。それぞれの銀行についてお答えください

．（事業主の方にお伺いします。）次の選択肢に該当するような経験はありますか。それぞれの銀行に
ついてお答えください

人数 ％
日頃（今後）の付き合いを考えると、かなり断りにくい

日頃（今後）の付き合いを考えると、やや断りにくい

気にならない

その他

全体

都市銀行 地方銀行
信用金庫
信用組合

ゆうちょ
銀行

その他
銀行

銀行口座に退職金等のまとまった振込が
あった直後に、銀行から連絡があり、生
命保険を提案された

住宅ローン等と生命保険（団体信用生命
保険を含む）をセットで提案された

銀行を訪れたところ、執拗に生命保険を提
案され、当初の目的である手続きが滞った

加入後に保険契約内容に関して問い合わ
せたところ｢保険会社に聞いて欲しい｣
と回答され取り合ってもらえなかった

生命保険の提案をされたが、説明が不十分
だった（提案された商品が、生命保険であ
ることさえも、よく理解できなかった）

上記に該当するものはなし

全体
（ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

都市銀行 地方銀行
信用金庫
信用組合

ゆうちょ
銀行

その他
銀行

生命保険提案を目的に、融資元の銀行員
が、子会社の保険代理店の従業員と同行
し、訪問してきた

融資元の銀行から、家族に対する生命保
険の加入を強要された

融資元の銀行からの生命保険加入を断わった
り、その銀行を通じて加入した保険の解約を申
し出た際に、融資条件等の変更を示唆された

生命保険加入を融資の条件とされた

生命保険に加入するため、健康情報等を告知
したところ、融資条件等の変更を示唆された

融資の申込みを行っている最中の銀行
に、生命保険を提案された

上記に該当するものはなし

全体
（ ） （ ） （ ） （ ） （ ）
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．銀行業務で知り得た非公開金融情報（銀行口座の入出金情報など）や保健医療に関する情報を、本人
に断りなく生命保険販売に活用することが禁止されていることをご存知ですか

． 年（平成 年） 月より、同意取得の際、保険の勧誘の手段、利用する情報の範囲、同意の撤回方
法等の明示が必要となったことをご存知でしたか

． 年（平成 年） 月より、保険商品と預金との誤認防止措置として、その説明内容を理解したこと
を書面で確認することになったことをご存知でしたか

．銀行が生命保険商品を融資先 住宅ローンなどの非事業性資金の融資先を除く に販売する際、販売
対象者や保険の種類について、規制があることをご存知ですか

人数 ％

よく知っている

聞いたことがあるが、詳しくは知らない

全く知らない

全体

人数 ％

よく知っている

聞いたことがあるが、詳しくは知らない

全く知らない

全体

人数 ％

よく知っている

聞いたことがあるが、詳しくは知らない

全く知らない

全体

人数 ％

よく知っている

聞いたことがあるが、詳しくは知らない

全く知らない

全体
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（３）調査票

通番 設設問問内内容容 調調査査主主旨旨

Ｑ１

あなたが普段利用している銀行を教えてください 複数回答可能
＜個人の方＞
給与振込や公共料金・ローンの支払等を管理する、あなたの家庭の生
活口座を担う銀行
＜事業主の方＞
融資等の取引のある銀行

利用状況の実態把握と各質問の詳細を区分
するため

１．三菱 銀行

２．三井住友銀行

３．みずほ銀行

４．りそな銀行・ 新生銀行・あおぞら銀行

５．地方銀行

６．信用金庫

７．信用組合

８．信託銀行

９．ゆうちょ銀行

１０．その他

１１．利用していない

Ｑ２
現在、銀行等による生命保険販売が解禁され、全ての生命保険商品を
銀行窓口で販売できるようになったことをご存知ですか

消費者の銀行窓販に対する認識度を把握す
るため

１．よく知っている

２．聞いたことがあるが、詳しくは知らない

３．全く知らない

※以下の説明画像（「銀行等による保険販売に関する弊害防止措置」）をクリックして、内容をご確認の上、Ｑ３以降をご回答
ください。

Ｑ３
銀行等による生命保険販売については、 年 平成 年 月に規制
（弊害防止措置）が見直され、現在、そのもとで、実施されているこ
とをご存知ですか

消費者の新たな弊害防止措置の認知度を把
握するため

１．よく知っている

２．聞いたことがあるが、詳しくは知らない

３．全く知らない

Ｑ４
あなたは、銀行を通じて生命保険の提案を受けたことがありますか？
提案を受けたことがある場合は直近の時期をお答えください

銀行からの提案時期を把握するため

１． 年 令和 年 月以降に提案を受けたことがある

２． 年 令和 年 月以前に提案を受けたことがある

３．提案を受けたことはない

Ｑ５
（Ｑ４で１～２を選択した方のみ）
銀行を通じて生命保険の提案を受けた際の、生命保険の種類について
教えてください（複数回答可）

提案時における商品を把握するため

１．一時払い終身保険

２．終身保険（一時払いを除く）

３．一時払い年金保険

４．年金保険（一時払い除く）

５．一時払い養老保険

６．養老保険（一時払い除く）

７．医療保険・ガン保険・介護保険・特定疾病保険

８．定期保険

９．その他

１０．覚えていない

Ｑ６

（Ｑ４で１～２を選択した方のみ）
銀行を通じて生命保険の提案を受けた際の、銀行と担当者について教
えてください（複数回答可）
※「融資担当者」とは、住宅ローン等個人向け融資を含む、融資業務
を担当している銀行員を指します

提案時における商品の提案者を把握するた
め
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都市
銀行

地方
銀行

信用
金庫
信用
組合

ゆう
ちょ
銀行

その他
銀行

１．融資担当者と異なる、保険販売担当者から提案を受けた □ □ □ □ □

２．融資担当者から、生命保険の提案を受けた □ □ □ □ □

３．支店長等の上位役職者から生命保険の提案を受けた □ □ □ □ □

４．わからない □ □ □ □ □

５．その他（自由回答） □ □ □ □ □

６．この銀行からは、提案を受けていない □ □ □ □ □

Ｑ７
（Ｑ４で１～２を選択した方のみ）
銀行員から生命保険の提案を受けた際の印象について教えてください

募集時の説明実態を把握するため

１．説明はわかりやすかった

２．普通

３．説明はややわかりにくかった

４．説明は大変わかりにくかった

Ｑ８
あなたは、銀行を通じて生命保険に加入していますか。加入している
場合は直近の加入時期をお答えください。

銀行からの保険加入の実態および加入時期
を把握するため

１． 年 令和 年 月以降に加入した

２． 年 令和 年 月以前に加入した

３．加入していない

Ｑ９
（Ｑ８で１～２と回答した方のみ）
銀行を通じて加入された生命保険の種類をそれぞれの銀行ごとに教え
てください（複数回答可）

銀行からの加入した保険商品を把握するた
め

都市
銀行

地方
銀行

信用
金庫
信用
組合

ゆう
ちょ
銀行

その他
銀行

１．一時払い終身保険 □ □ □ □ □

２．終身保険（一時払いを除く） □ □ □ □ □

３．一時払い年金保険 □ □ □ □ □

４．年金保険（一時払い除く） □ □ □ □ □

５．一時払い養老保険 □ □ □ □ □

６．養老保険（一時払い除く） □ □ □ □ □

７．医療保険・ガン保険・介護保険・特定疾病保険 □ □ □ □ □

８．定期保険 □ □ □ □ □

９．その他 □ □ □ □ □

１０．この銀行では加入していない □ □ □ □ □

１１．覚えていない □ □ □ □ □

Ｑ１０

（Ｑ８で１～２と回答した方のみ）
銀行を通じて加入した生命保険のうち、変額保険はありますか？
※変額保険とは…株式や債券を中心に資産を運用し、運用の実績によ
って保険金や解約返戻金が増減する保険のこと

銀行からの変額保険の加入実態を把握する
ため

１．ある

２．ない

３．わからない

Ｑ１１

（Ｑ８で１～２と回答した方のみ）
銀行を通じて加入した生命保険のうち、外貨建て保険はありますか？
※外貨建て保険とは…保険料の払い込みや保険金・解約返戻金などの
受け取りを外貨建て（ドル等）で行う生命保険

銀行からの外貨建て保険の加入実態を把握
するため

１．ある

２．ない

３．わからない

Ｑ１２
（Ｑ８で１～２と回答した方のみ）
銀行を通じて生命保険に加入された一番の理由を教えてください

加入理由を把握するため

１．銀行との取引を考えてやむを得ず加入した

２．銀行員から強く勧められて断れず加入した

３．銀行で生命保険に加入した方が便利であると考えて加入した

４．商品の内容が良かったから加入した

５．銀行の対応等が良かったから加入した

６．その他（自由回答）
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Ｑ１３

（Ｑ８で１～２と回答した方およびＱ１０．１ のどちらで１と回答し
た方のみ）
銀行を通じて変額保険・外貨建て保険に加入された一番の理由を教え
てください。

銀行からの変額保険・外貨建て保険の加入
理由を把握するため

１．銀行との取引を考えてやむを得ず加入した

２．銀行員から強く勧められて断れず加入した

３．銀行で生命保険に加入した方が便利であると考えて加入した

４．商品の内容が良かったから加入した

５．銀行の対応等が良かったから加入した

６．その他（自由回答）

Ｑ１４
（Ｑ８で１～２と回答した方およびＱ１０．１１で１と回答した方のみ）
銀行を通じて変額保険・外貨建て保険を申込む時には、そのリスクや
商品性について理解することができましたか？

銀行からリスク性のある保険商品に加入す
る際にそのリスクについて消費者の理解度
を把握するため

１．銀行員の説明を聞いて、よく理解できた

２．銀行員の説明を聞いて、ある程度理解できた

３．銀行員の説明を聞いたが、理解できなかった

４．銀行員の説明が不十分だったので理解できなかった

５．銀行員の説明がなかったので理解できなかった

６．覚えていない

Ｑ１５
（Ｑ８で３と回答した方のみ）
今後、銀行を通じて保険に加入したいと思いますか

今後の銀行からの保険加入意向を把握する
ため

１．加入したい

２．加入したくない

３．わからない

Ｑ１６
銀行の窓口で、全ての生命保険商品を販売できることについて、どの
ように思いますか 複数回答可

銀行窓販に対する消費者イメージを把握す
るため

１．取引先銀行から生命保険を強引に提案されそうで不安

２．銀行の窓口に、生命保険の知識に通じた人材がいるのか不安

３．住宅ローン等と生命保険（団体信用生命保険を含む）のセット販
売等といった、圧力販売が行われそうで不安

４．給与・年金・引去り等、家庭の経済力等を把握されたうえで販売
されそうで不安

５．保険加入後のサービスが不安

６．預金、生命保険などのあらゆる金融商品を購入・一括管理できる
ので利便性が高まる

７．取引先銀行で、複数の生命保険商品を比較検討できる

８．取引先銀行で、自分にふさわしい生命保険商品を提案してくれる

９．生命保険商品の開発や改良が行われ商品性等の向上が期待できる

１０．その他（自由回答）

Ｑ１７

取引先銀行から、生命保険を提案された場合、どのように思いますか
＜個人の方＞
給与振込や公共料金・ローンの支払等を管理する、あなたの家庭の生
活口座を担う銀行から
＜事業主の方＞
融資等の取引のある銀行から

銀行から保険提案があった場合の消費者心
理（圧力度合い）を把握するため

１．日頃（今後）の付き合いを考えると、かなり断りにくい

２．日頃（今後）の付き合いを考えると、やや断りにくい

３．気にならない

４．その他（自由回答）

Ｑ１８
（属性が事業主の方のみ）
融資元銀行の子会社である保険代理店より生命保険を提案されたとし
たら、どのように思いますか

銀行の保険代理店から保険提案があった場
合の事業者心理（圧力度合い）を把握する
ため

１．日頃（今後）の付き合いを考えると、かなり断りにくい

２．日頃（今後）の付き合いを考えると、やや断りにくい

３．気にならない

４．その他（自由回答）

Ｑ１９
次の選択肢に該当するような経験はありますか。それぞれの銀行につ
いてお答えください（複数回答可）

消費者保護上の問題事例の実態を把握する
ため

都市
銀行

地方
銀行

信用
金庫
信用

ゆう
ちょ
銀行

その他
銀行
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組合

１．銀行口座に退職金等のまとまった振込があった直後に 銀行から連
絡があり、生命保険を提案された

□ □ □ □ □

２．住宅ローン等と生命保険（団体信用生命保険を含む）をセットで
提案された

□ □ □ □ □

３．銀行を訪れたところ、執拗に生命保険を提案され、当初の目的で
ある手続きが滞った

□ □ □ □ □

４．加入後に保険契約内容に関して問い合わせたところ｢保険会社に聞
いて欲しい｣と回答され取り合ってもらえなかった

□ □ □ □ □

５．生命保険の提案をされたが、説明が不十分だった（提案された商
品が、生命保険であることさえも、よく理解できなかった）

□ □ □ □ □

６．上記に該当するものはなし □ □ □ □ □

Ｑ２０
（属性が事業主の方のみ）
次の選択肢に該当するような経験はありますか。それぞれの銀行につ
いてお答えください（複数回答可）

消費者保護上の問題事例の実態を把握する
ため

都市
銀行

地方
銀行

信用
金庫
信用
組合

ゆう
ちょ
銀行

その他
銀行

１．生命保険提案を目的に、融資元の銀行員が、子会社の保険代理店
の従業員と同行し、訪問してきた

□ □ □ □ □

２．融資元の銀行から、家族に対する生命保険の加入を強要された □ □ □ □ □

３．融資元の銀行からの生命保険加入を断わったり、その銀行を通じて
加入した保険の解約を申し出た際に、融資条件等の変更を示唆された

□ □ □ □ □

４．生命保険加入を融資の条件とされた □ □ □ □ □

５．生命保険に加入するため、健康情報等を告知したところ、融資条
件等の変更を示唆された

□ □ □ □ □

６．融資の申込みを行っている最中の銀行に、生命保険を提案された □ □ □ □ □

７．上記に該当するものはなし □ □ □ □ □

Ｑ２１

銀行業務で知り得た非公開金融情報（銀行口座の入出金情報など）や
保健医療に関する情報を、本人に断りなく生命保険販売に活用するこ
とが禁止されていることをご存知ですか
※本アンケート回答前の状況について、お答えください

弊害防止措置の認知度を把握するため

１．よく知っている

２．聞いたことがあるが、詳しく知らない

３．全く知らない

Ｑ２２

非公開金融情報の保険募集・業務への利用については、事前の同意を
要することとされていますが、 年 平成 年 月より、同意取得
の際、保険の勧誘の手段、利用する情報の範囲、同意の撤回方法等の
明示が必要となったことをご存知でしたか
※本アンケート回答前の状況について、お答えください

弊害防止措置（直近の見直しで強化された
部分）の認知度を把握するため

１．よく知っている

２．聞いたことがあるが、詳しく知らない （銀行からの保険提案時･
加入時にはじめて知った）

３．全く知らない

Ｑ２３

年（平成 年 月より、保険商品と預金との誤認防止措置とし
て、その説明内容を理解したことを書面で確認することになったこと
をご存知でしたか
※本アンケート回答前の状況について、お答えください

弊害防止措置（直近の見直しで強化された
部分）の認知度を把握するため

１．よく知っている

２．聞いたことがあるが、詳しく知らない （銀行からの保険提案時･
加入時にはじめて知った）

３．全く知らない

Ｑ２４

銀行が生命保険商品を融資先 住宅ローンなどの非事業性資金の融資先
を除く に販売する際、販売対象者や保険の種類について、規制がある
ことをご存知ですか
※本アンケート回答前の状況について、お答えください

弊害防止措置の認知度を把握するため

１．よく知っている

２．聞いたことがあるが、詳しく知らない

３．全く知らない
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（別表）銀行等による保険販売に関する新たな弊害防止措置

銀行等による保険販売については、2011 年 9 月の弊害防止措置の「所要の見直し」において、下記の通り、弊害防
止措置が全体として存置された上で、個々の規制についての一部緩和や強化がなされ、2012 年 4 月より新たな弊害
防止措置の下で実施されています。
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